
令和８年度 デジタル・シティズンシップを含む情報活用能力育成全体計画 

武蔵野市立第六中学校 

 

デジタル・シティズンシップを含む 
情報活用能力育成の目標 

デジタル・シティズンシップを含む、これからの時代に求
められる情報活用能力を育成する。 
【知識及び技能】 
〇情報と情報技術を適切に活用するための知識と技能 

 〇問題解決・探究における情報活用の方法と理解 
 〇情報モラル・情報セキュリティなどについての理解 
【思考力・判断力・表現力等】 
 〇問題解決・探究における情報を活用する力 
 〇情報モラル・情報セキュリティなどについて考え、判断する力 
【学びに向かう力・人間性等】 
 〇問題解決・探究における情報活用の態度 
 〇情報モラル・情報セキュリティなどについての態度 

 

各学年における指導の重点目標 

１年 
〇自分や他の人の個人情報を守るためのルールやマナーを理解する。 

〇目的に合った情報を集め、それらを整理して活用することができる。 

２年 

〇自分や他の人の個人情報を守るためのルールやマナーを理解し、行動することができる。 

〇収集した情報を整理し、分析することで、より適切な情報を活用することができる。 

〇アンケート等を用いるなど、効率的に情報を収集、分析する方法を身につける。 

３年 

〇自分や他の人の個人情報を守るとともに、自ら情報を発信する方法を身につける。 

〇アンケート等を用いて効率的に情報を収集し、分析することで、適切に情報を処理することが

できる。 

 

各教科・領域等における育成に係る指導内容（問題解決・探究における情報活用能力に係る項目に必ず触れること。） 

各教科等 
各教科で情報を「収集」「整理」「分析」し、「発表」する機会をつくり、生徒用タブレット型

パソコンを適切かつ効果的に活用する。 

特別な教科 

道徳 

生徒の意見を共有するツールなどを効果的に活用し、多くの意見をもとに学習を進め、より

考えが深まる授業展開を行う。 

総合的な 

学習の時間 

探究するテーマについて、情報を収集する際に生徒用タブレット型パソコンを活用し、個人

や班ごとに Googleスライド等を使ってまとめ、発表する。 

特別活動 
生徒会活動や学校行事等で、クラスルームを活用し、学校全体で情報の共有や発信を行う。 

Googleフォームを活用し、アンケート等を実施する。 

 

教員の ICT活用能力育成  学校・家庭・地域との連携 

〇Googleドライブを活用し、ICT活用の事例を共有

する。 

〇職員会議や学年内での情報共有等にも、積極的に

ICTを活用していく。 

 〇学校便り、学校ホームページを活用し、学校の方

針や取組を発信する。 

〇家庭における生徒用タブレット型パソコンの約束

を決めてもらうようお願いする。 
 

生徒の実態 

タブレット等の

使用に慣れてい

る生徒は多いが、

使い方について

はまだ注意が必

要である。 

関連諸法規等 

・個人情報保護法 
・著作権法 
・学習指導要領 
・武蔵野市学習者用
コンピュータ活用
指針 

・タブレット型パソ
コンの使用のルー
ルや注意点 


